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万葉集２１２０番歌の「秋芽子恋不尽跡」の訓釈について
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An Interpretation of the First and the Second Phrases of the 2120th Poem in Manyo-shu
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要 旨
万葉集２１２０番歌の原文は「秋芽子 恋不尽跡 雖念 思恵也安多良思 又将相八方」であるが、通
















１０／２１２０ 秋萩に 恋尽くさじと 思へども しゑやあたらし またも逢はめやも
【原文】秋芽子 恋不尽跡 雖念 思恵也安多良思 又将相八方
次に、先行研究の概要を知るために、代表的な万葉集注釈書に掲載されている現代語訳と注釈を出版年
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１０／２０３２ 一年に 七日の夜のみ 逢ふ人の 恋も尽きねば さ夜そ明けにける
１０／２０３７ 年の恋 今夜尽くして 明日よりは 常のごとくや 我が恋ひ居らむ
１０／２０８９ ．．．あらたまの 年の緒長く 思ひ来し 恋尽くすらむ 七月の 七日の夕は 我も悲しも
１０／２１４５ 秋萩の 恋も尽きねば さ雄鹿の 声い継ぎい継ぎ 恋こそ増され
１０／２３０３ 秋の夜を 長しと言へど 積もりにし 恋を尽くせば 短かりけり

































【原文】秋芽子 恋不尽跡 雖念 思恵也安多良思 又将相八方



















１０／２１４５ 秋萩の 恋も尽きねば さ雄鹿の 声い継ぎい継ぎ 恋こそ増され








・ ・ ・ ・
１０／２１０４ 朝顔は 朝露負ひて 咲くといへど 夕影にこそ 咲きまさりけり





















４．お わ り に
本論文では、万葉集２１２０番歌の訓釈について再検討を行い、まず原文の初二句「秋芽子恋不尽跡」の訓
読について、通説のように「秋萩に 恋尽くさじと」と訓むのではなく、「秋萩の 恋も尽きじと」と訓
むべきであることを指摘した。次に、その意味について、「秋萩の花が咲く前から、早く花が見たいと長
・・・・
い間恋い続けてきた秋萩の恋の思いが、まだ十分解消し尽くされていないと（思うのに）」と解すべきで
あることを提案した。以上のような指摘や提案が妥当なものであるかどうか、多くの方々のご批判をあお
ぎたい。
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